
重要事項説明書
（入園のしおり）

学校法人北薩学園

幼保連携型認定こども園あくね園
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第１条 学年，学期，教育又は保育を行う日時数，教育又は保育を行わない日及び
開園している時間

１ 学年及び学期
本園の学年は、４月１日に始まり、翌年の３月31日に終わる。
１年を次の３学期に分ける。
第１学期 ４月１日から７月31日まで
第２学期 ８月１日から12月31日まで
第３学期 １月１日から３月31日まで

２ 開園している時間
本園の開園時間は、午前７時から午後７時までとする。

３ 教育又は保育を行う日時数
（１） 本園において教育、保育を行う日は月曜日から土曜日までとする。ただし，１号認定の子

どもについては，月曜日から金曜日までとする。
（２） 本園において、教育・保育を行う時間は、次のとおりとする。
① １号認定の子どもは ９時００分から１５時００分まで
② ２号認定の子ども及び３号認定子どもは次のとおりとする
イ 保育標準時間認定を受けた子ども

７時００分から１８時００分までの１１時間の範囲内で、保護者が保育を必要とする時間
ロ 保育短時間認定を受けた子ども
８時３０分から１６時３０分までの８時間の範囲内で、保護者が保育を必要とする時間

（３）１号認定子どもについては、前項第１号に掲げる時間以外の時間において、保護者の希望によ
り預かり保育が必要な場合は、７時００分から９時００分まで又は１５時００分から１８時００
分までの範囲内で、一時預かり（預かり保育）、さらに１８時００分から１９時００分までの範
囲内で、時間外保育（延長保育）を行うものとする。

（４） ２号認定子ども及び３号認定保育短時間認定の子どもについては、第１項第２号に掲げる時
間以外の時間において、保護者の希望により保育が必要な場合は、２号認定子どもは７時００分
から８時００分まで又は１７時００分から１８時００分までの範囲内での一時預かり（預かり保
育）及び２，３号認定保育標準時間認定子どもについては１８時００分から１９時００分までの
範囲内で、時間外保育（延長保育）を行うものとする。

４ 教育又は保育を行わない日
（１） １号認定の子どもについては教育、保育を行わない日は次のとおりとする。

日曜日
国民の休日
年末年始休暇
土曜日
夏季休業 ８月１日～８月１５日
冬季休業 １２月２５日～１月６日
春季休業 ３月２５日～３月３１日
年末年始休暇 １２月２９日（～１月３日
休園日 ３月３１日
ただし
土曜日、夏休み（日曜日､祝日を除く）、冬休み（日曜日、年末年始休暇期間を除く）、春

休み （日曜日、休園日を除く）は預かり保育を行う。

（２） ２号認定、３号認定の子どもについては，教育保育を行わない日は次のとおりとする。
日曜日
国民の休日
年末年始休暇 １２月２９日～１月３日
休園日 ３月３１日
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第２条 教育課程その他教育及び保育の内容
１ 経営の基本理念、教育・保育目標
（１） 経営の基本理念
① 子どもは無限の可能性を秘め、一人ひとり個性がある。子どもの人格を尊重し，それぞれの長所や
個性を見つけそれを伸ばすように絶えず努力する。

② 職員対子ども，職員相互，職員対保護者の望ましい人間関係を築きながら教育にあたる。特に家庭
における育児と園における教育保育の相互補完の教育を目指すとともに、職員一体となって組織とし
ての機能を果たすようにする。また幼保一体となった認定こども園のよさを活かすと共に預かり保育・
延長保育・一時的預かり保育の充実に努める。

③ 専門職として誇りと自覚を持ち，自主的・継続的に励み，日々の教育（保育）活動に全力を傾注す
る。園内研修の充実に努め、指導力の向上を図るようにする。

④ 子どもは環境によって変容する。自然的環境，社会的環境，人的環境の整備を継続推進し、遊びや
直接体験を中心とした生活を通したくましく生き抜く力の芽生えを培う。

（２） 教育目標
教 育 目 標

〈たくましい子 やさしい子 かしこい子〉
心身ともにたくましく，心豊かで，自分で考え自ら進んで行動しょうとする芽生えを育てる。

◎ 健全な心と体を育て，健康で安全な生活に必要な習慣や態度を養う。
◎ 思いやりの心や自立心を培い，社会生活における望ましい習慣や態度と道徳性の芽
生えを育てる。

◎ 豊かな感性と表現力を培い，創造性を引き出す。
◎ 身近な環境への興味や好奇心を育て，探求する心や考える力の基礎を養い，幼児期
にふさわしい知的発達を促す。

◎ 言葉への興味や関心を育て，分かりやすく話すことやしっかり聞き取ろうとする態
度と言葉に対する感覚を養う。

０歳から就学前までの一体的な教育保育活動の推進

めざす園像・めざす子ども像・めざす保育者像

［めざす園像］ ［めざす子ども像］ ［めざす保育者像］
○ 乳幼児が園生活が楽しいと実 ○ 明るく 元気で 最後 ○ 子どもへの深い愛情をも
感し，愛情にあふれ 信頼され までがんばる子 ち，一人一人を大事にし、
る園 よさを引き出す保育者

〇 みんなと仲良く遊び ○ 学ぶ謙虚な姿勢をもち研
○ 家庭や地域と連携し地域に開 思いやりのある子 修に励み，使命感と情熱を
かれた園 もって教育保育に取り組む

〇 よく聞き いっしょう 保育者
○ 保育者と保護者，保護者同士 けんめい考える子 ○ 明るく健康で 家庭や地
がつながり育ち合う園 域と連携し信頼される保育

者

喜んで登園！満足感で降園！あすも来たい園！
子どもが「先生大好き！友達っていいなあ！あくね園って楽しい！」と実感する園！

幼児教育施設の伝統と経験を生かし、教育と養護の両面を重視した幼保連携型認定こ
ども園のよさを活かす経営に努める

１ 幼稚園としての教育と保育園と同一水準の保育を一体的に実施する施設である。（0歳から就学前
まで利用できる）
３歳未満（０，１，２歳）は食べることや排泄など基礎的なことを重視し簡単な製作やおゆうぎ

などを行う。
３歳以上（３，４，５歳）は基本的には年齢別の教育活動を行い、英語活動や体操遊び、年 中
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児は和太鼓、年長児５歳児はマーチングを行います。３，４，５歳がいっしょに活動する異 年齢
活動も随時取り入れる。

２ 子どもにとって遊びそのものがかけがえのない学びとの考えをもち体験活動を多く取り入れる施
設である。

３ 子ども子育て支援法等を遵守し、幼保連携型認定こども園教育・保育要領をに基づき、責任を果
たし，信頼される園、安心して預けられる園をめざす施設である。
あくね園の誇りは「素直な子ども」「協力的な保護者」「明るく笑顔が素敵で愛情あふれる職員」

と自負している。
職員一人一人が教育や保育のプロとして、子ども一人一人をわが子と思って慈しみ育てます。そ

のために、園内での研修や園外での研修を取り入れ保育職員自ら保育・教育について学ぶようにし
ている。

２ 教育・保育の内容
（1） 教育課程は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の基準により園長が定める。
（２） 幼保連携型認定こども園教育・保育要領に示された５領域（健康、人間関係、環境、言葉、

表現）のねらいが達されるように、乳幼児の心身の発達と地域の実態を考慮し教育・保育の内
容に関する全体的な計画及び指導計画を編成し、小学校への円滑な接続に配慮した教育・保育
を提供するものとする。

（３） 子どもの発育、発達の過程に応じて、学校保健安全、給食に関し配慮すべき事項 を定め
た保健安全計画、食育計画を策定し実施するものとする。

（４） 通常提供する教育・保育のほかに以下の教育・保育を行う。
① 延長保育
② １号認定預かり保育
③ その他教育保育に係る行事等

（５）３歳未満と３歳以上の内容についての基本的な考え方
① ３歳未満 ・・・・３号認定
｢０歳から２歳の発達段階に応じた保育｣を行う。
・ 食べること・排泄すること等の基礎的なことを身につけさせるようにする。
・ 簡単な製作やリズム運動等も取り入れた活動を行う。
・ 生活発表会や運動会等の行事や活動も行う。

② ３歳以上 ・・・・１号認定と２号認定いっしょに保育教育を行う。
３歳以上は、「学校教育として」 、質の高い教育を行う。
遊びや体験活動を中心にしながら小学校を見通して教育面に力点を置いた保育・教育を行う。（自由な
発想・主体性も大事にし創意工夫を行う場を設ける。）
・ 栽培活動や地域との交流活動等も取り入れる。
・ 製作や英語・体操・音楽（マーチング）等バランスのとれた活動を行う。
・ 製作活動も年間計画に従い計画的･意図的に行い、子どもの自由な発想を取り入れる。
・ ぶどう狩りやお泊まり保育等直接体験を取り入れる。
・ 保育を要する２号認定のお子さんは日曜日、国民の祝日、年末年始休暇等以外は、保育を行
う。

（６） 年齢ごとの養護・教育の内容

養護 教育

生命の保持 情緒の安定 健 康 人間関係 環 境 言 葉 表 現

健康や安全 安心して過 人やものに 保育教諭と 身近なもの 語りかけに 感じたこと
０ に配慮し一 ごせるよう 興味を示し 愛着関係が に興味や関 泣き声や喃 を全身で表
歳 人一人の生 に保育者と 探索活動が 芽生え要求 心を示し見 語、片言に す
活リズムを 愛着関係を 活発になる をする たり触れた より声を出
大切にし生 育んでいく りする して応えよ
理的欲求を 身の回りを 周囲の人に うとする
十分に満た 清潔にして 興味や関心
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す もらうこと を示し関わ 身振りや指
を心地よい ろうとする さしで思い
と感じる を表そうと

する

生理的欲求 心地よい安 歩行が完成 自分がした 身近な自然 自分の思い 様々なもの
を満たし生 心感を得ら し体を動か いことやし に興味や関 を身振りや から刺激を

１ 活リズムが れるように すことが楽 てほしいこ 心を持ち探 片言で伝え 受け心ゆく
歳 形成される 接する しいと感じ とを伝える 索して遊ぶ ようとする まで関わる
児 よう援助す る ことを楽し
る む

身の回りの 保育教諭や 好きなおも 絵本や歌遊 いっしょに
ことを保育 友達の行動 ちゃや遊び びを楽しみ 歌ったり遊
教諭と一緒 に興味を持 をみつけ落 ながらいろ びをしたり
にしようと ち自分もし ち着いた環 いろな言葉 して体を動
する気持ち ようとする 境で遊びを に触れる かして遊ぶ
が芽生える 楽しむ

身の回りの 気持ちを受 全身を使っ 順番や交代 身近な自然 自分の思い 自分なりの
ことを自分 容し自我の て遊ぶこと などがある や事象に興 や経験を話 イメージを

２ でしようと 育ちを援助 を楽しむ ことを知る 味や関心を そうとした 膨らませ楽
歳 する気持ち する 広げ探索、 り簡単な言 しむ
を育てる 模倣して遊 葉のやりと

身の回りの 保育教諭や ぶ りをする 興味のある
ことを自分 友達と関わ 水や砂に関 絵本や言葉 ことを再現
でしようと って遊ぶ楽 心を示し触 遊びから繰 したりまね
する しさを感じ れたり遊ん り返しのあ たりする楽

る だりするこ る言葉や模 しさを味わ
とを楽しむ 倣を楽しむ う

基本的な生 自我の形成 体を動かし 友達と思い 生活の中で 経験したこ いろいろな
活習慣が身 とともに主 いろいろな を伝え合っ 様々な自然 とや感じた 素地や用具

３ につけられ 体的な行動 遊具や用具 て遊ぼうと や事象に触 ことを自分 に親しみ友
歳 るよう援助 や検索意欲 を使って遊 する れ自分から なりの表現 達と工夫し
する が高められ びを楽しむ 関わろうと で伝えよう て遊ぶ

るようにす 友達との関 する とする
る 生活の流れ わりを徐々 身のまわり 見たり、考

がわかり自 に深め簡単 の色や形な 絵本に興味 えたリ、感
分でできる なルールを どに関心を をもって聞 じたりした
ことは自分 守って遊ぼ 持ち分けた く ことを身振
でしようと うとする り集めたり りや動作で
する する 表現する

健康で安全 自己肯定感 全身を使い 友達とイメ 物事や自然 自分の思い 友達といっ
な生活に必 を育み他者 ながら遊具 ージや目的 に触れ生活 を伝えたり しょに一つ

４ 要な習慣に を受容する や活動など を共有し工 や遊びに取 相手の話を のことを作
歳 関心を持ち 気持ちを育 に挑戦して 夫したり協 り入れる 聞いたりし り上げる楽
自らできる てる 遊ぶ 力したりし て会話を楽 しさを味わ
ことに喜び ながら遊ぶ 体験を通し しむ う
を感じられ 健康や安全 て身のまわ 絵本やなぞ
るように支 な生活に関 自分の思い りの色や数 なぞなどの 感じたこと
援する 心を持ち身 を伝えたり 形などに興 言葉遊びを や考えたこ

につけよう 相手の思い 味を持ち数 楽しみイメ と、経験し
とする に気づく えたり比べ ージを広げ たことをい

たリする る ろいろな形
で表現する

健康で安全 心身の調和 運動あそび 協力して物 物事に主体 友達と話し 友達と一緒
は生活に必 と安定によ に意欲を持 事をやり遂 的に関わり 合い自分の に表現を楽
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５ 要な習慣を り自信を持 ち目標を持 げようとす 試したり発 思いを伝え しむととも
歳 身につけ自 って行動で って取り組 る大切さや 見したりし たり相手の に感動する
ら進んで行 きるように む 充実感を味 ながら工夫 話を聞いた 体験を通し
動できるよ する わう して遊ぶ りする意欲 て表現する
うにする 健康や安全 や態度を身 意欲を高め

生活に必要 自分の生活 生活の中で につける る
な習慣を身 に関係の深 物の性質や いろいろな
につけ自ら い人に親し 数量、図形、 遊びや生活 素材に触れ
行動する みを持つ 文字などに の中で文字 感じたこと

関心をもっ や記号に親 や考えたこ
て関わる しむ とを工夫し

て表現する
楽しさを味
わう

３ 年間行事予定

４月 入園式 個人懇談 親子遠足
５月 歯科検診 小運動会 内科検診 巡回歯磨き指導
６月 いも植え プール遊び 保育参観
７月 海辺遊び 七夕祭り 園夏祭り みどこい祭り参加
８月 １号認定夏休み（預かり保育あり。２，３号認定は平常保育）プール参観
９月 祖父母等参観 お泊まり保育（年長児） ぶどう狩り（遠足）
１０月 秋季大運動会 いも掘り
１１月 内科検診 父母の会主催バザー
１２月 もちつき大会 クリスマス会 誕生会 １号認定冬休み（預り保育あり。

２．３号認定は平常保育）
１月 鬼火たき
２月 節分集会 生活発表会 走ろう会参観
３月 ひな祭り集会 お別れ遠足 お別れ会 卒園式

※ 誕生会、避難訓練は毎月１回実施

４ 一日の活動について ・・・・・１日の生活を単位とする

時 刻 内 容

７時 開園 順次登園・・・健康観察（保護者からの引き継ぎ）
０，１，２歳 ロビーにて

７時４５分 園バス 園を出発

８時 ３，４，５歳児 着替えて園庭にて遊ぶ

９時１５分 園バス 園に到着

９時３０分 朝の会 １，２号認定体操服に着替え

１０時 １，２号認定 計画保育
３号認定おやつタイム 計画保育

１１時３０分 給食

１３時 ３号認定 午睡（１４時まで） ・・・清掃等
１，２号認定自由保育（１４時まで）・・・保育者支援

１４時 各部屋で自由活動 １，２号認定着替え おやつタイム（手作り）
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１４時４０分 帰りの会

１５時 降園 順次降園（保護者への引き継ぎ） 原則園庭で自由遊び

１５時１０分 園バス 園発

１６時 室内にて自由遊び

１７時 １号預かり保育延長保育 おやつタイム（できるだけ手作り）
１，２号認定新館へ移動

１８時 ２，３号認定の保育短時間利用延長保育

１９時 閉園

５ 月行事 週行事
１ 月行事

・ 安全点検（避難訓練）（月１回）
・ 市立図書館によるおはなし会（月１回）と巡回図書・・・市立図書館との連携

２ 週行事（園行事等により変更もある）
・ 火曜日 体操教室（年少 年中 年長 外部講師）
・ 水曜日 和太鼓教室（年中） 保護者による読み聞かせ
・ 木曜日 英語教室（年少 年中 年長 外部講師）

お誕生会（原則最終木曜日）
保護者の読み聞かせ（毎週木曜日）
職員連絡会（１３：００－１３：４０）

・ 金曜日 未就園児親子教室（月２回 第２，４金曜日）
図書貸し出し

・ 土曜日 園開放（月１回 第３土曜日）
１号認定預かり保育

第３条 保護者に対する子育ての支援の内容に関する事項

１ 園の保護者と常に密接な関係を保ち、園児の教育保育推進、成長及び園の運営について連絡帳、
個人懇談、園便り、週報等を通して保護者の理解と協力を得るようにする。

２ 本園は障害や発達上の支援を必要とする子どもとその保護者に対して、十分な配慮のもと 保
育や支援を行う。子どもや保護者に対しては成長に対する認識ができるよう支援を行う。

３ 本園は保護者の仕事と子育ての両立等を支援するため保護者の状況に配慮するとともに、子ど
もが快適で健康な生活が維持できるよう保護者との信頼関係の構築及び維持に努める。

４ 本園は、子育て支援事業として、次の事業を実施する。
○ 地域の子どもやその保護者が相互に交流する場を開設する（未就園児親子教室、園開放）
○ 地域の家庭に子どもに関する相談に応じて必要な情報を提供したり、助言等をおこなったり
する。

○ 保護者の疾病やその他の理由により保育が一時的に困難な子どもを預かる。
○ 地域の子どもの養育に関する援助を希望する保護者に援助を行う団体との連絡や調整を行う。
○ 地域の養育に関する援助を行う団体への情報提供や助言を行う。
○ 一時預かり保育事業を行う。
・ 本園に在園していない子どもを預かる
・ 本園に在園する１号認定の子どもを平日の午後５時以降、土曜日、長期休業中に預かる。、
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第４条 利用定員及び職員組織に関する事項

１ 利用定員
本園の利用定員は１２５人とし、利用定員の内訳は次のとおりとする。

学年 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

1号認定 ２２人 ２２人 ２１人 ６５人

2号認定 ８人 ８ ９ ２５人

3号認定 ５人 １５人 １５人 ３５人

合 計 ５人 １５人 １５人 ３０人 ３０人 ３０人 １２５人

(1) １号認定（３歳以上教育利用）子ども ６５人
(2) ２号認定（３歳以上保育利用）子ども ２５人
(3) ３号認定（３歳未満保育利用）子どものうち、満１歳以上の子ども ３０人
(4) ３号認定（３歳未満保育利用）子どものうち、満１歳未満の子ども ５人

２ 職員組織
本園の運営、教育保育を組織的にかつ円滑に行うために、職員の職務内容を明確にした園務分掌
組織を策定し実施するものとする。

第５条 入園，退園，転園，休園及び卒園に関する事項

１ 入園について
（１）本園の利用開始に当たり、１号認定子どもについては、保護者が本園に直接申し込むもの

とする。
（２） 利用の申込みのあった1号認定子どもと、現に本園を利用している1号認定子どもの総数が

１号認定の子どもの利用定員の総数を超える場合については、阿久根市の規定により、抽選、
申込みを受けた順序により決定する方法、本園の教育・保育の理念に基づく選考等、事前に園
長が定めて保護者に明示した公正な方法により選考する。

（３） ２号認定子ども及び３号認定子どもの利用については、阿久根市が行う利用の調整の結果
に応じるものとする。

２ 転園，退園，休園について
転園、退園又は休園しようとする子どもの保護者は、退園届（休園届）に理由を記して園長に
願い出るものとする。

３ 卒園について
園長は、園児が全課程を修了したと認めるときは、卒園時に修了証書を授与する

第６条 保育料その他費用徴収に関する事項

１ 保育料
住所がある市町村が定める認定区分による

２ 給食費
１号 ３,０００円（ご飯持参）
２号 ４,０００円（ご飯持参） おかず代は保育料に含まれる
３号 ０円（ご飯、おかず代は保育料に含まれる
※ ご飯を持参する日は献立表をご覧ください。
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３ バス代
往 復 ３,０００円 （２人目以降は無料）
片 道 １,５００円
１回利用 １００円（臨時に利用される方）

４ 教材費
無料（保育料の中に含まれる）

５ 入園料 入園手数料
無料

６ 預かり保育延長保育
（１）平日

１号 １７時以降 延長保育料として １００円
２・３号 保育短時間 １８時以降 延長保育料として １００円
２・３号 保育標準時間 延長保育料金なし

（２）土曜日 長期休業中
１号 預かり保育

７から１７時まで ２００円
１７時以降 延長保育料として １００円追加

２・３号 保育短時間 １８時以降 延長保育料として １００円追加
２・３号 保育標準時間 追加料金なし

７ 一時預かり保育
料金
一日 １，５００円
（半日（例 ７時から１２時まで、１２時から１９時まで）：１,０００円）

８ 父母の会会計
月 ３００円 （長子のみ）

第７条 その他施設の管理についての重要事項

１ 施設の概要

種 別 幼保連携型認定こども園
名 称 学校法人北薩学園認定こども園あくね園
所在地 鹿児島県阿久根市塩浜町１－１１５
連絡先 ℡（FAX） ０９９６－７２－１５８２

設置者氏名 坪久田洋美
園 長 坪久田和夫

☆ 沿 革
昭和５０年２月２６日 阿久根幼稚園として認可
平成 ５年 阿久根幼稚園園舎新築
平成１１年 体育館落成
平成１２年 プール舎設置
平成２６年４月１日 保育園認可

幼保連携型認定こども園として認可「認定こども園北薩学園」
平成２７年４月１日 子ども子育て支援新制度により幼保連携型認定こども園として

みなし認可 「認定こども園あくね園」と名称変更
施設の充実・・・新園舎落成

☆ 利用定員
１号認定（３歳以上 教育利用） ６５名
２号認定（３歳以上 保育利用） ３５名
３号認定（３歳未満 保育利用） ２５名

合 計 １２５名
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☆ 施設の面積等

園庭 １，７４５㎡

園舎（本館、新館」） １，３４１㎡

体育館 ３９４㎡

畑等 ２，６６０㎡

☆ 主な設備等

乳児室 新館１室 ０歳児クラス

ほふく室 新館１室 １歳児クラス

保育室 新館１室 ２歳児クラス
本館４室 ３，４，５歳児クラス

調理室 本館１室

医務室 本館事務室

図書室 本館１室 ２階

☆ 職員の員数 園児数の増減により変更もある

職 種 員数 正規職員 常勤（臨時） 非常勤（臨時）

園長 １ １

副園長（兼務） １ １

主任（兼務） １ １

保育教諭 ２５ １６ ３ ６

保育補助員 ２ ２

看護師 １ １

事務職員 ３ ２ １

栄養士 １ １

調理員 ５ １ ４

バス運転手 ２ １ １

計 ４２ ２０ ７ １５

２ 緊急時、非常災害時の対応
（１） 所轄する消防署 阿久根消防署

℡７２－０１１９
阿久根市鶴見町１３
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（２） 所轄する警察署 阿久根警察署
℡７３－０１１０
阿久根市赤瀬川３８５２－１

（３） 嘱託医・歯科医・薬剤師
嘱託医 有村内科医院（有村徹）

℡７３－４１８０
阿久根市栄町１２７－３

嘱託歯科医 あくね歯科医院（徳添浩子）
℡７２－０５５６
阿久根市大丸町９３

嘱託薬剤師 本町薬局（福元逸郎）
℡７３－０２５１
阿久根市高松３６

（４） 非常災害

防火管理者 園長 坪久田和夫 平成２４年４月１日届出

避難訓練 避難及び消火を想定した訓練を月１回行う。
その他に、台風・水害、地震、津波等を想定した訓練も併せて行う。

防火設備 消火器、誘導灯、火災報知器

避難場所 園庭及び塩浜公園、番所が丘公園

３ 相談・要望・苦情窓口

相談・苦情窓口 副園長 前田三千代

相談・苦情解決責任者 園長 坪久田和夫

山田 勝 （役職等）本園評議員
第三者委員 ℡７５－０３５０

脇本１２８１１
辻 喜久男 （役職等）本園評議員

℡ ７５－０６０１
折口２４１７

川﨑 徹志 （役職等）本園評議員 市立図書館長
℡ ７２－０６０７（図書館）
高松町２（図書館）

相談・要望や苦情等への ・ 相談・苦情や要望等を受けた場合には、適切に対応し
対応方法 改善を図り、第三者委員会に報告します。

４ 賠償責任保険の加入状況

保険の種類 施設所有者損害保険

保険会社 共栄火災海上保険

契約者 認定こども園あくね園
被保険者 園児

契約内容 受取人 被害者
補償額 ５億円

附則 この学校法人北薩学園幼保連携型認定こども園あくね園重要事項説明書は令和２年４月１日
より施行する。


